



































































意見がまとま らず結局指定見送りとな った.南 極 にお
ける廃棄物に関しては,規制すぺき対象物をこまかく明
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が提示 した,鉱 物資源 レジームの中の``諸機関"の 構成
や権限,意 志決定の方法など,いわゆる.軍要問題に関す
る骨子を掲げた``包括案"に ついて,首席代表会議で非
























中 国 訪 問 記

























3[lltllwallだが私の講義に割 り当てられた.私 は 「rl
本の南極観測」,'ド沢教授は 「南極の安全対策について」,











































観 測 隊 は 早 りの フ ン タア レナ ス に空 路 集 結 し,二 こか ら
チ リの 南 極観 測 隊 が 使 っ て い るC130で チ1)のマ ル シ基
地 に運 ん で 貰 うこ とに してい る.長 城 基 地 は マ ル シ基 地
か ら2km程 しか離 れ て いな い.「 し らせ|の 出 航 した
ll月M日 頃 に い くつ か の 班 に 分れ て フ ン クア レナ スに 向
・)たはず で あ る .
〔筆 者:1ト!h'ノ1極地石IF究町 費i≡.川幹)
ス トラ リア」 を 出港 後,南 極 ノく陸1∴]辺の 流}}く域 で海 洋 生
物 な どの 調 査 ・研 究 を{iって い た と ころ,10」]2811から
動 け な くな っ た も の であ る.
オ ー ス トラ リア政 府か,'川1式に 救 援 要 請 が あ っ たの
は.12月111の こ とであ った.こ れ に 対 し,11本政 府は.
南極 本 部(本 部 長 二 蛤 到;大臣)に お い て 検 討 を進 め 、 即
1艇に 全 面 支援 を決 め た.
これ を受 けて,南 極.に向 か い ドノつ あ'.)たし らせ 一は,
12月3日寄 港 先の フ リー マ ン トルて 救 援 の た め の 燃 料 や
生鮮 食1品を 積載 し、 同 日午 前9時.、1㌧定 を2時 間 繰 りlt
げ て 出港 した.
「し らせ1に 乗船ll1の第27次観 測 隊Gl1川 栄k-waftLJ
ド50名)及こド乗篇ltl　(合川篤 艦 」乏i/.ド174名)lt,-」1旭|
外の 行動 で あ った に もか か わ らず,1ネ ラ ・'V'ン別 や
昭 和J,口也 との 連 絡 、JO"、}X状の 」㌧測.物 資 引 き渡 し 方
法 や 誘 導 ノ∫法 の 杉1討を,rtlねる なL・'.敏速.適UJに 対Vtl
し,救 援 の 屯 人 な任 務 を果 た し た.
これ は,国 際 協 力 とい う南 極 条約 の 精 神 を み ご とに実
現 した もの であ り,ま た 日 本隊 が か つ て ソ連 や 米 国 に 救
助 され た こ とに 対 す る 大きな 答 礼 と 、{.えよ う.
「ネ ラ ・9.ン}}.1のビセ ッ トの 第 ・・報 が 昭 和 基 地 の 第
26次越 冬隊 〔福西 出 越 冬隊 長 以 ド35名ノ の もとに 入 った
の は、11月21[1の二とで あ った.同 隊 は,厳 しい 自然 の
南極 で1年 越冬 した 経 験 か ら1ネ ラ ・ダ ンシ}.の困 難な
状 況 を推 察 し.折 り返 し、 ケ リ ー観 測 隊 長 あ て に 激 励 の
電 報 を送 っ た り,日 本 との 連 絡 に 当た る な ど活 躍 した.
なお 今 回の ビセ.・トに 対 し ては,オ ー ス トラ リア側
にお い て も,他 の 観 測 船 「ア でスバ ー ドiJ.1(排水 硅
4,0(N〕トン)に よ っ てrネ ラ ・vン シ}一の 救 出 を 試み た
が,12月4日,20名 の 観 測 隊 員 等の 移 送 と少 品の 食 糧 の
輸送 を 行 っ た後.最 終 的 に救 出 を隆ト1念した もの で あ る.
「しらせ」救援の任務 を果たす
一・ビセ ッ トされ たオ ース トラリア観測船一
我 が 国 の 南極 観 測 船 「し らせ は.IL?J]16i[.氷海 域
に 閉 じ込 め られ て い た オ ー ス トラ リア観 測 船 「.ネラ ・ク.
ン シナ」(排 水lil:3,500トン.ソ レ ンセ ン瑠}」そ.ケ リー観}則
隊 長)の 救 援 に 成功 した.
12月14日21時45分(日本時 間).1し らせ 一 は 「ネ ラ ・
ダ ン リ`」と会 合 した,「 ネ ラ ・グ ン号」 は,そ の 前 方 の
来 状 が 悪 く 自力11}ε出 が で きな い た め.「 し らせ」 は曳 航
を 行 った.厚 い 来の た め,河 川 か ニネ ラ ・ダ ン リ.」の航
行 が 危 ぶ まれ た が,つ い に15日22時38分,開水面 で 「ネ
ラ ・ダ ン}」一 へ の 物 資 の 補給 を 行 い,16[|12時15分に は
求 縁 を離 脱 した.
「ネ ラ ・ダ ン 号」 は.本 年9Jj16N.ホ バ ー ト(オ ー
南極観測隊便り
一 第26次越冬隊の近 況一
昭 和 基地 ではll増Uこ 日照 時 間 が 長 くな り9月1日 よ
り生活 時 間 を夏 隣ll・間 に もど した.10J]31[i現在 で 日の 出
は3時9分 、 日の 入t)は21時6分 と 真夜 中 で も地'r線近
くが 明 る い 薄 明の 状 態 とな り夜 が な く な りつ つ あ る.毎
週 月曜 と木 曜 の 夜7時'「 か らi/映され て い る映1由iはカ ー
テ ンを 締 め て行 う桿 明 る い.
本 格的 な春 の 訪 れ と とも に動 物 達 も活 動 を始 め た.10
月8日 オ オ トウ ソ.クカ モ メが 基 地 上空 に 初 め て 姿 を見
せ,10[|には オ ン グル カ ル ベ ン近 くで 生れ た ば か りの ウ
ユ ツ デ ル ア ザ ラ シのf'が見 られ た.そ の 後 ア ザ ラ シの子
は次 々 と誕 生 し,2911には ル ンバ 周 辺 で 親 ア ザ ラ シ28
頭,子 アザ ラ シ21頭と多 数 が 見 られ た.ま た23日に は基
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地 の 前 の 海氷 上 に コ ウテ イペ ンギ ン10羽が 姿 を見 せ隊 員
達 を喜 ば せ た.ア デ リー ペ ン ギ ンもル ッカ リー(集 団営
巣地)に 集 ま りつ つ あ る.ル ンバ に あ るル ッカ リー の ペ
ンギ ン数 は21E]に1羽,23Uに10羽,2611に43羽,29[|
に は106羽 と急 速 に増 えて い る.休1]に は これ らの 可 愛
い い動 物 達 の 見 学 に 出か け る隊 員 が 多い.
内陸 の み ず ほ 基 地 では 月初 には まだ オ ー ロ ラ を見 る こ
とが で き たが,日 毎 に明 る くな って き てお り厳 寒 の 中 に
も い よ い よ春 の 到 来 を感 じる よ うに な っ て きた,11月3
「1に旅 行隊 を送 り出 し3人 だ けの 生 活 と な った 基 地 内 は
急 に 静 か に な っ た.し か し 小 さ な基 地 とは い えft"}viG
番,発 電 機 の見[,・1り,造水作 業,気 象観 測,超 高II薄観 測,
通 信 業務 等 を3人 で こ な して い くの は か なt)大 変 で あ
る.食'h作 りは特 に 大変 で あ るが,そ れ で も限 られ た 材
料の 中 で,3人 が それ ぞ れT.・　JC－した 料 理 でft卓を に ぎわ
せ て い る,最 近 で は 仕'lfの疲 れ を いや す ため,1'f楽を聴
き な が らの コー ヒー ブ レー ク が午 後 の[lasとな っ た.
このみ ず ほ基 地 を9月27rlにIU発した 内陸 旅lj隊8名
は,10月15n基地 か ら約500km離 れ た 繍74°12'・東
経34°59',標高3,193mの 前進 拠 点 に到 着 した.本 年
2月 に 建設 してお い た居 住 棟 は雪 に 埋 もれ る こ と も な く
旅 行隊 を 迎 え て くれ た.居 住 棟の 広 さ は26m"で このLll
に3段 ベ ッ ド,調 理 台,テ ー ブル,観 測 器 材.などが 雑 居
して い る,外 気 温 は ま だ 一4σ.C～-50℃と低 い が棟 内
は快 適 に保 た れ て い る.寝 る時 は3人 が ベ ッ ド,4人 が
床,も う1人 が雪 上車 で,狭 いが いか に も 南極 ら しい 午
活 を 楽 しみ つ つ 順 調 に観 測 を 進め て い る.
南 極 は これ か らが 妓 も良 い 季節 で あ る.快 晴 の 日が 多
くな り.　II射しは1|にHに 強 くな っ て気 温 も 上昇 して く
る.し か し隊 員達 に とっ て こ の季 節 を楽 しん で い る余 裕
はあ ま りな い.種 々 の観 測 や 次の 隊 を迎 え る準 備,自 分
達の 帰 国 準備 と忙 しい毎 「1であ るが,家 族 か らの 便 りを
載 せ た 「し らせ 」 か らの 第1便 が 届 くの を楽 しみ に これ
らのf1蝋を こな して い る,
一南極OB会 開かる一
昭 和60年11月7|i,第27次隊 の:[[:1∫を兼 ね て,↑F〔例 の
南極OB会 が,東 条 会館 に お いて 開 催 され た.永 田第1
次隊 長の 開会 挨 拶,西 堀 第1次 越 冬 隊 長の 音頭 に よる 乾
杯 に 引 続 き,古 川27次隊 長 以 下 の 隊 員,西 南 極 調 査 隊 員
の 紹 介 と,会 は例 年 の通 り和 気 蕩 々 の 裡 に進 ん だ.
坂 田 衆議 員 議 長,川,岩 動 両 先生 の 激 励 の 辞 に,会 は
ます ます 盛 り上1),26次越 冬 隊 か らの メ ッセ ー ジが 錦1:
花 を添 え た.
集 う 者約170人 、 歓 を尽 く して.さ らに,幾 つ か の グ













最後に映画 「ひ らけ第三の基地」と 「大いなる南極大
























































(松本源喜,町 原 勉,船 木 實,
綿種邦彦,鳥 居鉄也)
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3.南 極 ドラ イバ レー 地 域 の 湖 沼
一 と くに 塩 起 因 か らみ た 考 察 一
(森本 隆夫,鳥 居 鉄 也,　LIJA　周,




5.セール ・ロンダーネ山地西部の地形 につ いて の
2・3の 問題(岩 田修二,森 脇喜一)
6.南極の地球科学データから推察される後期完新世
の海水準微変動について(小 元久仁夫)
皿 地 質学 的研 究
7.セ ー ル ・ロ ン ダー ネ 山地 西 部地 域 の 地 質
({J、嶋 智,ピ1石 和 行)
8.リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 岩 体東 部(プ リ ンス ・オ ラフ海
}}})の累 進 変 成 作 用(白 石 和 行,広 井美 邦)
9.グ ラニ ュ ラ イ ト相 に お け る 累 進 変成 作 用
一東 南 極 リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 周 辺 地 域 を例 に一
(本吉 洋 一)
10.昭和 基 地 周 辺 に お け る柱 石 と斜 長石 の 共 生関 係
(広井 美邦,白 石和 行)
11,昭和 基 地 周 辺 のUltramafic　granuliteにつ い て
(鈴木盛 久)
12.ベル ジカIU脈変 成 岩 類 の鉱 物 組 合 わ せ
(浅見 正 雄,矢 内 桂三,小 島 秀康,西 田民 雄)
13.東南 極　 Skarvsnes地域 に産 す る変 成?'1一のサ マ リ
ウム ー ネ オ ジム放 射 年 代 に つ い て
(田中 剛,　rll島隆,白 石和 行)
　 14.　Outline　ofgeology　and　mineral　resources　of　Sri
Lanka　 (Sarath　Jayatileke,　松 枝大 治)
IV.　固 体地 球 物理 学的 研 究
(1)地殻 構 造
15.2次 元 レ イ トレー シ ング に よ る みず ほ 高 原の 地 殻
一構 造(伊 神 輝
,伊 藤 潔)
16.爆破 地 震 動 お よび 電力 か ら推 定 され るみ ず ほ高 原
の 地 殻 構 造(伊 藤 潔,伊 神 揮)
17.し らせ のNavigation　Dataを使 った 海 .h電力 の
ON-LINE処理
(瀬川 爾 朗,神 沼 克 伊,福 川洋 一)
18.極地 研 発 行 南極 域 の フ1J－エ ア 重 力 図　(Special
Map　Series　Ne.　3,　1984)に関 す るい くつ か の コ
メ ン ト(瀬 川 爾 朗,松 本 剛,神 沼 克 伊)
19.南極 地 域 にお け る測 地 測 量:(柿 沼 清 一)
20.白嶺 丸 に よ る東 南 極 ア メ リ一概 氷 沖 海 域 の 地 質 構
.造調査 に つ い て
(佐藤 俊 二,佐 木 和 夫,棚 橋 学,








21.南大洋 の 海洋 底 掘 削
一〇DPの1986-1987の計画 に つ い て一
(木下 肇,神 沼克 伊)
② エ レパ ス 山地 震 活 動
22.エ レバ ス 山 とそ の 周 辺 の定 常 的地 震 活 動 と異常 活
動(馬 場 め ぐみ,神 沼克 伊,網 野 順)
23.エ レバ ス 山 の群 発 地 震活 動
(神沼 克 伊,馬 場 め ぐみ,網 野 順)
24.エ レバ ス1Llの火 山 性 微 動
(網野 順,神 沼克 伊,馬 場 め く'み)
(3)古地 磁 気 学
25.オ ング ル 島 の1[i地磁 気
一 岩 脈 の 貫 入 に ょる 自然 残 留 磁気 の 変 化一
(船木 實,　Peter　J.　Wasilewski,
永 田 武)
26.極地 域 の 占地 球 磁 場 強 度
(酒井 英 男,広 岡公 夫,船 木 賓)
(4)リモー ト測 量
27.リ ュ ツ ォ ・ホル ム 湾 の地 磁 気 異常
(帯刀 薫,渋 谷 和 雄,神 沼克 伊)
28.南極 域 地 殻 磁 気 異 常 の 作 成
(竹中 潤,柳 沢 正久,藤 井 良 一)
29.　SEASATに ょ る 昭 和 基 地 周 辺 の氷 床 地 形
(梶川 優 子,渋 谷 和 雄,瀬 川爾 朗)
30,JMRを 用 い た トラ ンス ロ ケ ー シ ョ ン










〉 来 訪 者 ・(
7月8日 ～7月9日 　 Dr.　BONNER,　N.　(英国 南極 調
査 所 次 長)
7月19日　 Dr.　AKASOFU,　S.　(アラス カ 大 学地 球 物理
研 究 所 教 授)
7月18日　 Dr.　KIRSCH,　1.(国際 エ ネ ル ギ ー協 会 顧 問)
8月19日～9月8日 　 Dr.　LELIWA-KOPYSTYNSKI,









Dr.　JOHNSON,　G.　(米海 軍 研 究 所 北 極 研 究
部長)
Dr.　GUPTA,　H.　(イン ド地 球 物 理 研 究 所
長)
Dr.　HURTIG,　E.(東ドイツ 地 球 物理 中 央研
究 所 教 授)
曽 慶 存(Zeng　Qi㎎－Cun,　中 国 科 学 院 大気
物 理 研 究 所 長)
黄 栄 輝 　(Huang　Ro㎎ ・Hui,「司研 究 所 長期
予 報 研 究 室 長>
Dr.　HUREAU,　J・C.　(フラ ン ス 国 立 自 然 史































































◇ 案 内 ◇
第9回 極 域 に お け る電 離 圏磁 気 圏
総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム
開 催 日:昭 和61年2月17[1(月)～2月19E[(水)
会 場:国 立極 地 研 究所 講 堂







国 立極 地研 究所 講 堂 、
国 立極 地 研 究 所 領 石 資 料 部 門
(962)4711内155(矢内)
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達 した.ま た気象 ・雪氷観測も開始した.そ の他,秋 に







消費量 残 量 消費ill:　残 量
普 通 軽 油26.652389,34226,479358,063
灯 ‖hi3,800
機 械 部 門 では,












極 地 研 ニ ュ ー ス69
南 極 月 別 気 象 資 料(Month[アClimatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statlons)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気温(Min.temp.)(℃)
平 均 気圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　 　　 　　 sea　level)　(mb)
平均 蒸気 圧(Mean　vapour　pressure)　(rnb)
平均 相対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平均 風速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　Wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・rnin.　mean>　(m/s)
瞬 間 最大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲量(Mean　cloud　cover)　(1/10)




















写 真 説 明;第24次 隊 で使 川
した潜 水 機 材.「 ドラ イス ー
ツを 着 てい る の で体 は ほ とん
ど濡 れ ない が,50分 も潜 っ て
い る と指 先 が しび れ て来 る.
フランスのクス トー らにょるSCUBA(自給式潜水具),






1で は な くな った.























































水中撮影機材などであった.今 後,調査n的 に応 じて潜
水が行なわれると予想されるが,ど んな場合でも安全の
確保が第一である,
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